





















として認められた。さらに、近似置線の 1/3(y=O. 3376x）～ 
1/2 (y=O. 5004x+ 1.6022）を示す群も認められたが、これらの群は体幹の呼
吸性変動を測定していることが分かつた。低酸素ストレス下におけるイヤ
ホン式小型生体情報センサと既存モニタでの心拍数の関係は、酸素濃度が
時以上では、平均二乗誤差（RMSE）は 11以下であった。【結語】今回、血
流にたよることなく小さな圧力変化を増幅させ、心拍数として検出できる
イヤホン式小型生体情報センサ技術を開発した。また、動物実験により既
存の生体情報モニタの心拍数との有意な相闘が認められた。さらに、低酸
素状態でも既存の生体情報センサと同様の変化を認めた。近年、耳を利用
したパイタノレサインの取得技術は、低侵襲で、容易に装着・測定できるこ
とから注目され、研究・開発の報告が散見されるが、圧力センサを用いて
心拍数を測定している報告はみられない。今後、測定の確実性を高めるこ
とにより、イヤホン式小型生体情報センサは、生体情報の新しい有用な取
得手段として期待される。
